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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】優れた離型性、耐熱性、金型付着性、ペインタ
ブル性を有し、高温で連続的にダイカストを行ったとき
の堆積性が低いダイカスト用離型剤組成物及びそれを用
いるエマルジョン型ダイカスト用離型剤を提供する。
【解決手段】（Ａ）（Ａ１）特定のアラルキル基含有オ
ルガノポリシロキサン、特定のアリール基含有オルガノ
ポリシロキサン又はその組み合わせ及び（Ａ２）該アラ
ルキル基含有オルガノポリシロキサンと２５℃での粘度
が１０～５００ｍＰａ・ｓのジメチルポリシロキサンと
の組み合わせ、の何れか１種９０～９９．７質量％、並
びに（Ｂ）特定の芳香族アミノ基含有オルガノポリシロ
キサン０．３～１０質量％、からなるオルガノポリシロ
キサン混合物（但し、（Ａ）及び（Ｂ）成分の合計が１
００質量％）を含むダイカスト用離型剤組成物；該ダイ
カスト用離型剤組成物、界面活性剤及び水を含むエマル
ジョンからなるエマルジョン型ダイカスト用離型剤。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）（Ａ１）下記一般式（１）で示されるアラルキル基含有オルガノポリシロキサン
、下記一般式（２）で示されるアリール基含有オルガノポリシロキサン、又はその組み合
わせ、および
　　　　（Ａ２）下記一般式（１）で示されるアラルキル基含有オルガノポリシロキサン
と２５℃における粘度が１０～５００ｍＰａ・ｓのジメチルポリシロキサンとの組み合わ
せ
のいずれか１種　９０～９９．７質量％、ならびに
　（Ｂ）下記一般式（３）で示される芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサン、下記
一般式（４）で示される芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサン、又はその組み合わ
せ　０．３～１０質量％
からなるオルガノポリシロキサン混合物（ただし、（Ａ）および（Ｂ）成分の合計が１０
０質量％である。）
を含むダイカスト用離型剤組成物。
【化１】

（式中、Ｒは独立に炭素原子数１～１４の直鎖状アルキル基、炭素原子数２～５のアルケ
ニル基、又は炭素原子数１～５のアルコキシ基を表し、
　Ｒ1は炭素原子数７～１７のアラルキル基を表し、
　Ｒ2は独立に炭素原子数１～１４の直鎖状アルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル
基、炭素原子数１～５のアルコキシ基、又は炭素原子数７～１７のアラルキル基を表し、
　ｍおよびｎはおのおの０～１，０００の整数であり、かつ、ｍ＋ｎは１０～１，０００
の整数であり、
　但し、ｎ＝０のとき、Ｒ2は炭素原子数７～１７のアラルキル基である。）
【化２】

（式中、Ｒは前記のとおりであり、
　Ｒ３は炭素原子数６～１２のアリール基を表し、
　Ｒ４は炭素原子数１～１４の直鎖状アルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基、炭
素原子数１～５のアルコキシ基、又は炭素原子数６～１２のアリール基を表し、複数存在
する場合には互いに同一又は異なり、
　ｓは０～９９９の整数であり、ｔは１～１，０００の整数であり、かつ、ｓ＋ｔは１０
～１，０００の整数である。）

【化３】

（式中、Ｒ５は独立に
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【化４】

を表し、
　Ｒ６は独立に炭素原子数１～１４の直鎖状アルキル基、又はフェニル基を表し、
　ｐは１～５０の整数である。）

【化５】

（式中、Ｒ５およびＲ６は前記のとおりであり、
　ｑは０～４７の整数であり、ｒは１～１０の整数であり、かつ、ｑ＋ｒは１～４８の整
数である。）
【請求項２】
　（Ａ１）成分が上記一般式（１）で示されるアラルキル基含有オルガノポリシロキサン
又は上記一般式（２）で示されるアリール基含有オルガノポリシロキサンであり、
　（Ｂ）成分が上記一般式（３）で示される芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサン
又は上記一般式（４）で示される芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサンである
請求項１に係るダイカスト用離型剤組成物。
【請求項３】
　（Ａ）成分が（Ａ２）成分であり、前記オルガノポリシロキサン混合物において、上記
一般式（１）で示されるアラルキル基含有オルガノポリシロキサンの量が７０～９９質量
％であり、前記ジメチルポリシロキサンの量が０．７～２９．７質量％である請求項１ま
たは２に係るダイカスト用離型剤組成物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載のダイカスト用離型剤組成物、界面活性剤、および
水を含むエマルジョンからなるエマルジョン型ダイカスト用離型剤。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アルミニウム合金、マグネシウム合金、亜鉛合金等からなるダイカスト成形
物（ダイカスト製品）を製造するためのダイカスト用金型に塗布して使用するダイカスト
用離型剤組成物およびそれを用いるエマルジョン型ダイカスト用離型剤に関し、特に高温
での潤滑性、離型性、金型付着性に優れるダイカスト用離型剤組成物およびそれを用いる
エマルジョン型ダイカスト用離型剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ダイカスト（Ｄｉｅｃａｓｔｉｎｇ）とは、特殊鋼で精度の高い金型を作り、その金型
をダイカストマシンに取り付け、これに溶融したアルミニウム合金、マグネシウム合金、
亜鉛合金などを高圧で注入し、迅速に凝固させてダイカスト製品を作製し、こうして作製
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したダイカスト製品を取り出す工程を有する高生産性の鋳造方式である。ダイカスト製品
は、寸法精度が高く強度に優れ、外観が美しく、必要な機械加工が少ないという優れた特
長を有する。
【０００３】
　水性ダイカスト用離型剤として、従来、ジメチルシリコーンオイル等のアルキル変性シ
リコーンオイル、またはメチルフェニルシリコーンオイルの乳化物が使用されている。更
に最近では、大型の成形物や複雑形状の成形物の製造に用いられる水性ダイカスト用離型
剤として、高温でのシリコーン分の残存性を活かした耐熱性のアラルキル変性シリコーン
オイルの乳化物も汎用されている。アルキル基やアラルキル基により潤滑性を付与された
これらの離型剤は、金型上で加熱されて固着化し、強固な離型皮膜を形成することにより
、高い離型性を示す。しかし、より高温になると離型性が不足して成形物の外観が悪くな
り、更には金型に成形物が付着してしまうといった不具合が発生する。
【０００４】
　そこで、上記の不具合を改善する目的で、ジメチルシリコーンオイルとアルキル変性シ
リコーンオイルの混合物で耐熱性を改良した離型剤（特許文献１）、アルキル基とアラル
キル基の双方を含有するジオルガノポリシロキサンにより耐熱性を向上させた離型剤（特
許文献２）、アルキル変性シリコーンオイルに微量のトリアルコキシシリルアルキル基を
導入して金型との接着性を高めた離型剤（特許文献３）が提案されている。
【０００５】
　しかし、上記離型剤は、耐熱性が高まったとはいえ、十分とはいえず、より高温では垂
直な金型での流れ落ち現象が見られ、大型成形物の上部では外観異常が発生するといった
問題がある。また、特許文献２で提案されている離型剤は、炭素原子数の大きい有機基で
変性されたシリコーン（例えば、炭素原子数２０以上の長鎖アルキル基で変性されたシリ
コーン）を含む高融点の固形状の離型剤であるため、一般的な乳化機で乳化するのは困難
であり、特殊な乳化機を必要とするなど、工業的にも不利である。
【０００６】
　従来、有機物の耐熱性向上剤として、各種のヒンダードアミンやヒンダードフェノール
が市販されているが、オルガノポリシロキサンとの相溶性に乏しいため、シリコーンオイ
ルを含む水性ダイカスト用離型剤に添加しても沈殿してしまい、耐熱性向上作用を発揮で
きない。
【０００７】
　なお、特許文献４および５には、芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサンが開示さ
れているが、この芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサンを含むダイカスト用離型剤
組成物は記載されておらず、このダイカスト用離型剤組成物が優れた離型性、耐熱性、金
型付着性、ペインタブル性を有し、高温で連続的にダイカストを行ったときの堆積性が低
いことも記載されていない。
【特許文献１】特開２００１－２５９７８７号公報
【特許文献２】特開２００１－１１４８９５号公報
【特許文献３】特開平９－１２８８６号公報
【特許文献４】特公昭６３－１９５３８号公報
【特許文献５】特公平７－１１９３５８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上記事情に鑑みなされたもので、優れた離型性、耐熱性、金型付着性、ペイ
ンタブル性を有し、高温で連続的にダイカストを行ったときの堆積性が低いダイカスト用
離型剤組成物およびそれを用いるエマルジョン型ダイカスト用離型剤を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
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　本発明者らは、鋭意検討を行った結果、アラルキル基含有オルガノポリシロキサン等の
、従来、離型性付与成分として用いられているオルガノポリシロキサンに、耐熱性付与成
分として特定の芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサンを添加することにより上記目
的を達成することができることを知見し、本発明をなすに至った。
【００１０】
　従って、本発明は第一に、
　（Ａ）（Ａ１）下記一般式（１）で示されるアラルキル基含有オルガノポリシロキサン
、下記一般式（２）で示されるアリール基含有オルガノポリシロキサン、又はその組み合
わせ、および
　　　　（Ａ２）下記一般式（１）で示されるアラルキル基含有オルガノポリシロキサン
と２５℃における粘度が１０～５００ｍＰａ・ｓのジメチルポリシロキサンとの組み合わ
せ
のいずれか１種　９０～９９．７質量％、ならびに
　（Ｂ）下記一般式（３）で示される芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサン、下記
一般式（４）で示される芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサン、又はその組み合わ
せ　０．３～１０質量％
からなるオルガノポリシロキサン混合物（ただし、（Ａ）および（Ｂ）成分の合計が１０
０質量％である。）
を含むダイカスト用離型剤組成物を提供する。
【００１１】
【化１】

（式中、Ｒは独立に炭素原子数１～１４の直鎖状アルキル基、炭素原子数２～５のアルケ
ニル基、又は炭素原子数１～５のアルコキシ基を表し、
　Ｒ1は炭素原子数７～１７のアラルキル基を表し、
　ｍおよびｎはおのおの０～１，０００の整数であり、かつ、ｍ＋ｎは１０～１，０００
の整数であり、
　Ｒ2は独立に炭素原子数１～１４の直鎖状アルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル
基、炭素原子数１～５のアルコキシ基、又は炭素原子数７～１７のアラルキル基を表し、
　但し、ｎ＝０のとき、Ｒ2は炭素原子数７～１７のアラルキル基である。）
【００１２】

【化２】

（式中、Ｒは前記のとおりであり、
　Ｒ３は炭素原子数６～１２のアリール基を表し、
　Ｒ４は炭素原子数１～１４の直鎖状アルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基、炭
素原子数１～５のアルコキシ基、又は炭素原子数６～１２のアリール基を表し、複数存在
する場合には互いに同一又は異なり、
　ｓは０～９９９の整数であり、ｔは１～１，０００の整数であり、かつ、ｓ＋ｔは１０
～１，０００の整数である。）
【００１３】
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【化３】

（式中、Ｒ５は独立に
【００１４】

【化４】

を表し、
　Ｒ６は独立に炭素原子数１～１４の直鎖状アルキル基、又はフェニル基を表し、
　ｐは１～５０の整数である。）
【００１５】

【化５】

（式中、Ｒ５およびＲ６は前記のとおりであり、
　ｑは０～４７の整数であり、ｒは１～１０の整数であり、かつ、ｑ＋ｒは１～４８の整
数である。）
【００１６】
　本発明は第二に、上記ダイカスト用離型剤組成物、界面活性剤、および水を含むエマル
ジョンからなるエマルジョン型ダイカスト用離型剤を提供する。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明のダイカスト用離型剤組成物は、アルミニウム合金、マグネシウム合金、亜鉛合
金等を成形するためのダイカスト用金型に塗布して用いられて良好な離型性およびペイン
タブル性を示し、２００℃程度の低温から３００℃以上の高温までの幅広い温度範囲にお
いて優れた金型付着性を示す。本発明のダイカスト用離型剤組成物は、高温で連続的にダ
イカストを行っても堆積性が低く、作業性を著しく向上させ、ダイカスト用金型からの離
型の効率を大幅に改善するものである。本発明のダイカスト用離型剤組成物は耐熱性に優
れているので大型成形物の作製にも適用することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明につき更に詳しく説明する。なお、本明細書において、粘度は、ブルック
フィールド・エンジニアリング・ラボラトリーズ社（ＢＲＯＯＫＦＩＥＬＤ　ＥＮＧＩＮ
ＥＥＲＩＮＧ　ＬＡＢＯＲＡＴＯＲＩＥＳ，ＩＮＣ．）製の粘弾性測定装置（Ｖｉｓｃｏ
ｍｅｔｅｒ）により測定した２５℃における値である。
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【００１９】
［ダイカスト用離型剤組成物］
　本発明のダイカスト用離型剤組成物は、上記のとおり、（Ａ）成分および（Ｂ）成分か
らなるオルガノポリシロキサン混合物を含むものである。
【００２０】
　＜オルガノポリシロキサン混合物＞
　　・（Ａ）成分
　（Ａ）成分は、本発明のダイカスト用離型剤組成物に高温での離型性を与える離型性付
与成分であり、上記（Ａ１）および（Ａ２）成分のいずれか１種である。
【００２１】
　　・・（Ａ１）成分
　（Ａ１）成分は、下記一般式（１）で示されるアラルキル基含有オルガノポリシロキサ
ン、下記一般式（２）で示されるアリール基含有オルガノポリシロキサン、又はその組み
合わせであるが、典型的には下記一般式（１）で示されるアラルキル基含有オルガノポリ
シロキサン又は下記一般式（２）で示されるアリール基含有オルガノポリシロキサンであ
る。
【００２２】
【化６】

（式中、Ｒは独立に炭素原子数１～１４の直鎖状アルキル基、炭素原子数２～５のアルケ
ニル基、又は炭素原子数１～５のアルコキシ基を表し、
　Ｒ1は炭素原子数７～１７のアラルキル基を表し、
　Ｒ2は独立に炭素原子数１～１４の直鎖状アルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル
基、炭素原子数１～５のアルコキシ基、又は炭素原子数７～１７のアラルキル基を表し、
　ｍおよびｎはおのおの０～１，０００の整数であり、かつ、ｍ＋ｎは１０～１，０００
の整数であり、
　但し、ｎ＝０のとき、Ｒ2は炭素原子数７～１７のアラルキル基である。）
【００２３】
【化７】

（式中、Ｒは前記のとおりであり、
　Ｒ３は炭素原子数６～１２のアリール基を表し、
　Ｒ４は炭素原子数１～１４の直鎖状アルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基、炭
素原子数１～５のアルコキシ基、又は炭素原子数６～１２のアリール基を表し、複数存在
する場合には互いに同一又は異なり、
　ｓは０～９９９の整数であり、ｔは１～１，０００の整数であり、かつ、ｓ＋ｔは１０
～１，０００の整数である。）
【００２４】
　炭素原子数１～１４の直鎖状アルキル基である上記Ｒとしては、例えば、メチル基、エ
チル基、プロピル基、ブチル基、ヘキシル基、デシル基、ドデシル基、テトラデシル基等
が挙げられる。炭素原子数２～５のアルケニル基である上記Ｒとしては、例えば、ビニル
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基等が挙げられる。炭素原子数１～５のアルコキシ基である上記Ｒとしては、例えば、メ
トキシ基、エトキシ基等が挙げられる。得られる離型剤組成物にペインタブル性を付与す
る上では、上記一般式（１）において、全Ｒ中の適度な割合、例えば、全Ｒ中の２０～５
０モル％が炭素原子数８～１４の直鎖状アルキル基であることが好ましい。上記一般式（
１）において、上記Ｒは、メチル基、メチル基とデシル基との組み合わせ、又はメチル基
とドデシル基との組み合わせであることが特に好ましい。上記一般式（２）において、上
記Ｒは、特にメチル基であることが工業的に好ましい。
【００２５】
　上記Ｒ1は炭素原子数７～１７のアラルキル基である。Ｒ1の炭素原子数が７未満では得
られる組成物の高温での付着性が乏しくなる場合がある。Ｒ1の炭素原子数が１７を超え
ると、上記一般式（１）で示されるオルガノポリシロキサンを製造するためのオレフィン
原料が固体となるので工業的に取り扱いにくくなる。上記Ｒ1としては、例えば、ベンジ
ル基、２－フェニルエチル基、２－フェニルプロピル基等が挙げられるが、特に２－フェ
ニルプロピル基が好ましい。
【００２６】
　上記Ｒ2としては、例えば、上記ＲおよびＲ1のおのおのについて具体的に例示した有機
基が挙げられる。
【００２７】
　上記Ｒ３としては、例えば、フェニル基、ナフチル基等が挙げられ、特にフェニル基で
あることが工業的に好ましい。
【００２８】
　上記Ｒ４としては、例えば、上記ＲおよびＲ３のおのおのについて具体的に例示した有
機基が挙げられる。
【００２９】
　上記ｍおよびｎはおのおの０～１，０００、好ましくは５～２００の整数であり、かつ
、ｍ＋ｎは１０～１，０００、好ましくは２０～８００の整数である。ｍ＋ｎが１０未満
では得られる組成物は高温での優れた離型性を有さない場合がある。ｍ＋ｎが１，０００
を超えると、得られるオルガノポリシロキサンは粘度が高くなりやすく乳化が困難になる
場合がある。
【００３０】
　上記ｓは０～９９９の整数であり、アリール基含有シロキサン単位の個数を表す上記ｔ
は１～１，０００の整数であり、かつ、ｓ＋ｔは１０～１，０００、好ましくは１０～８
００の整数である。ｓ＋ｔが１０未満では得られる組成物は高温での優れた離型性を有さ
ない場合がある。ｓ＋ｔが１，０００を超えると、得られるオルガノポリシロキサンは高
粘度になりやすく乳化が困難になる場合がある。
【００３１】
　　・・（Ａ２）成分
　（Ａ２）成分は、上記一般式（１）で示されるアラルキル基含有オルガノポリシロキサ
ンと２５℃における粘度が１０～５００ｍＰａ・ｓのジメチルポリシロキサンとの組み合
わせである。このジメチルポリシロキサンを上記一般式（１）で示されるアラルキル基含
有オルガノポリシロキサンと併用することで、得られる組成物のペインタブル性を更に向
上させることがしにくくなる場合はあるものの、該組成物の低温部（２５０℃程度以下の
範囲）での離型性をより向上させることができる。
【００３２】
　前記ジメチルポリシロキサンの２５℃における粘度は１０～５００ｍＰａ・ｓであるが
、好ましくは２０～３５０ｍＰａ・ｓである。該粘度が１０ｍＰａ・ｓ未満では、得られ
る組成物は離型性に乏しくなる場合がある。また、該粘度が５００ｍＰａ・ｓを超えると
、ジメチルポリシロキサンは離型性付与成分である（Ａ１）成分との相溶性に乏しくなる
場合があり、また、得られる組成物はペインタブル性に乏しくなる場合がある。
【００３３】
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　上記一般式（１）で示されるアラルキル基含有オルガノポリシロキサンの（Ａ２）成分
中の配合量は、（Ａ）成分と（Ｂ）成分とからなるオルガノポリシロキサン混合物中での
該オルガノポリシロキサンの量が７０～９９質量％となる量とすることが好ましい。一方
、前記ジメチルポリシロキサンの（Ａ２）成分中の配合量は、（Ａ）成分と（Ｂ）成分と
からなるオルガノポリシロキサン混合物中での該ジメチルポリシロキサンの量が０．７～
２９．７質量％となる量とすることが好ましい。これらの配合量を上記の範囲とすること
により、良好なペインタブル性を維持したままで、得られる組成物の前記低温部での離型
性を更に向上させることが容易となる。
【００３４】
　　・（Ｂ）成分
　（Ｂ）成分は、本発明のダイカスト用離型剤組成物に耐熱性を与える耐熱性付与成分で
あり、下記一般式（３）で示される芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサン、下記一
般式（４）で示される芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサン、又はその組み合わせ
であるが、典型的には下記一般式（３）で示される芳香族アミノ基含有オルガノポリシロ
キサン又は下記一般式（４）で示される芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサンであ
る。（Ｂ）成分は、従来の耐熱性向上剤である各種のヒンダードアミンやヒンダードフェ
ノールと異なり、（Ａ）成分の離型性付与性のオルガノポリシロキサンに均一に溶解する
ので、本発明のダイカスト用離型剤組成物に著しい耐熱性を付与することができる。
【００３５】
【化８】

（式中、Ｒ５は独立に
【００３６】
【化９】

（即ち、Ｎ－フェニルアミノフェニル基、Ｎ－（ｐ－アニリノフェニル）アミノフェニル
基、Ｎ－（α－ナフチル）アミノフェニル基、またはＮ－（β－ナフチル）アミノフェニ
ル基）
を表し、
　Ｒ６は独立に炭素原子数１～１４の直鎖状アルキル基、又はフェニル基を表し、
　ｐは１～５０の整数である。）
【００３７】
【化１０】
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　ｑは０～４７の整数であり、ｒは１～１０の整数であり、かつ、ｑ＋ｒは１～４８の整
数である。）
【００３８】
　炭素原子数１～１４の直鎖状アルキル基である上記Ｒ６としては、例えば、メチル基、
エチル基、プロピル基、ブチル基、ヘキシル基、デシル基、ドデシル基、テトラデシル基
等が挙げられる。上記一般式（３）および（４）において、上記Ｒ６は、メチル基または
フェニル基であることが好ましい。
【００３９】
　上記一般式（３）又は（４）で示される芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサンに
おいて、ケイ素原子数（即ち、シロキサン単位の重合度）が５０より大きくなると、相対
的に芳香族アミノ基の含有量が小さくなり過ぎて、得られる組成物は所望の耐熱性を発揮
しにくくなるため、上記ｐは１～５０の整数であり、上記ｑ＋ｒは１～４８の整数である
。また、上記一般式（４）で示される芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサンは、ｒ
が１０より大きいと、離型性付与成分である（Ａ）成分への溶解性に乏しくなるので、上
記一般式（４）において、ｑは０～４７の整数であり、ｒは１～１０の整数である。
【００４０】
　上記一般式（３）又は（４）で示される芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサンと
しては、例えば、下記式Ａ）～Ｇ）で示されるものが挙げられる。
【００４１】
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【００４２】
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【化１２】

【００４３】
　（Ａ）成分および（Ｂ）成分からなるオルガノポリシロキサン混合物において、（Ａ）
成分の添加量は９０～９９．７質量％であり、（Ｂ）成分の添加量は０．３～１０質量％
であり、ただし、（Ａ）および（Ｂ）成分の合計が１００質量％である。（Ｂ）成分の添
加量が０．３質量％未満（即ち、（Ａ）成分の添加量が９９．７質量％超）では、得られ
る組成物は耐熱性が向上しにくい。（Ｂ）成分の添加量が１０質量％を超えると（即ち、
（Ａ）成分の添加量が９０質量％未満であると）、（Ａ）成分と（Ｂ）成分との溶解性が
乏しくなりやすく、更に、（Ｂ）成分の添加量を増やしても、得られる組成物の耐熱性が
向上しにくくなるので、経済的にも不利である。
【００４４】
［その他の任意成分］
　本発明のダイカスト用離型剤組成物には、本発明の効果を損なわない範囲で、オルガノ
ポリシロキサン混合物以外に、その他の任意成分、例えば、防腐剤、防黴剤、防錆剤、増
粘剤等の一般的にシリコーンエマルジョンに使用される添加剤や、離型性を調整する目的
で、エステル油、鉱油、油脂類、各種合成ワックス類、アルミニウム粉、黒鉛などの（Ａ
）成分以外の離型性付与成分を更に配合することができる。これらその他の任意成分の配
合量は、離型剤組成物中、０．１～１０質量％とすることが好ましく、特に０．５～５質
量％とすることが好ましい。
【００４５】
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［エマルジョン型ダイカスト用離型剤］
　本発明のダイカスト用離型剤組成物は、有機溶剤で希釈して金型に塗布することもでき
るが、一般工業的には乳化して用いる。そこで、本発明のダイカスト用離型剤は、本発明
のダイカスト用離型剤組成物、界面活性剤、および水を含むエマルジョンからなるエマル
ジョン型ダイカスト用離型剤である。
【００４６】
　使用される界面活性剤は、特に限定されず、例えば、アニオン系界面活性剤、ノニオン
系界面活性剤、カチオン系界面活性剤などが挙げられるが、特にノニオン系界面活性剤が
安定性面で好ましい。ノニオン系界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレンデシ
ルエーテル、ポリオキシエチレンドデシルエーテル（ポリオキシエチレンラウリルエーテ
ル）、ポリオキシエチレントリデシルエーテル、ポリオキシエチレン・ノニルフェニルエ
ーテル、ポリオキシエチレン・オクチルフェニルエーテル等が挙げられる。
【００４７】
　前記エマルジョンの製造方法は特に限定されないが、本発明のダイカスト用離型剤組成
物に界面活性剤および水を加え、せん断応力を加えて乳化することにより、水中油型のエ
マルジョンとして前記エマルジョンを得ることができる。乳化は、ホモミキサー、コロイ
ドミル、ラインミル、ホモジナイザー、プラネタリーミキサー、トリミックスミキサー等
の乳化機又は混合機を用いて行うことができる。
【００４８】
　本発明の効果を損なわない限り、前記エマルジョン中の各成分の配合量は特に制限され
ない。しかし、前記エマルジョン中の本発明のダイカスト用離型剤組成物の配合量は１～
５０質量％であることが好ましく、５～３０質量％であることがより好ましい。また、前
記エマルジョン中の界面活性剤の配合量は、０．１～１０質量％であることが好ましく、
０．５～５質量％であることがより好ましい。更に、残部を水とすることが好ましい。前
記ダイカスト用離型剤組成物の配合量が１～５０質量％であると、得られるエマルジョン
からなるエマルジョン型ダイカスト用離型剤は、高粘度となりにくいので塗布しやすく、
また、より良好な離型性を発現する。前記界面活性剤の配合量が０．１～１０質量％であ
ると、該界面活性剤の乳化力は十分なものとなりやすく、かつ、得られるエマルジョンか
らなるエマルジョン型ダイカスト用離型剤は離型性が悪化しにくい。
【００４９】
　本発明のエマルジョン型ダイカスト用離型剤をダイカスト用金型にスプレー塗布、浸漬
等の公知の方法により塗布し、該離型剤が塗布された該金型に溶融したアルミニウム合金
、マグネシウム合金、亜鉛合金などの合金を注入し、該合金を凝固させ、凝固した該合金
を該金型から取り出すことにより、ダイカスト成形物を製造することができる。
【実施例】
【００５０】
　以下、実施例及び比較例を示し、本発明を具体的に説明するが、本発明は下記の実施例
に制限されるものではない。なお、下記の例において、部及び％はそれぞれ質量部及び質
量％を示し、Ｍｅはメチル基を、Ｐｈはフェニル基を示す。
【００５１】
　　［エマルジョンの調製方法］
　下記の実施例１～５の各々で調製したオルガノポリシロキサン混合物または下記の比較
例１に記載のオルガノポリシロキサン５０部、ポリオキシエチレンドデシルエーテル（Ｈ
ＬＢ＝１０．５）３部、及びポリオキシエチレンドデシルエーテル（ＨＬＢ＝１６．３）
２部を均一に分散混合した後、水４部を加えて攪拌した。攪拌後の試料をコロイドミルに
通して乳化し、得られた乳化物に更に水９５部を添加して試料が均一になるまで攪拌して
、水性エマルジョンを得た。得られた水性エマルジョンについて、下記のとおりにして、
離型性、付着性、堆積性を調べた。結果を表１に示す。
【００５２】
　　［実施例１］
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　下記式（５）で示されるアラルキル基含有オルガノポリシロキサン４９．５部、及び下
記式Ａ）で示される芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサン０．５部を均一に混合し
てオルガノポリシロキサン混合物を調製した。
【００５３】
【化１３】

【００５４】
【化１４】

【００５５】
　上記式（５）で示されるアラルキル基含有オルガノポリシロキサン単独及び上記オルガ
ノポリシロキサン混合物について空気中で熱重量分析を行った（測定機器：株式会社リガ
ク製　Ｔｈｅｒｍｏ　ｐｌｕｓ　ＴＧ８１２０、測定条件：昇温速度１０．０℃／分）。
結果を図１に示す。図１では、測定開始時の温度（２５℃）での重量に対する各温度での
重量の減少率を温度に対してプロットした。図１に示すとおり、上記オルガノポリシロキ
サン混合物は、上記式（５）で示されるアラルキル基含有オルガノポリシロキサン単独と
比較して、約２２０～約４００℃の範囲において重量の減少率が小さく、より高い耐熱性
を有していた。
【００５６】
　　［実施例２］
　上記式（５）で示されるアラルキル基含有オルガノポリシロキサン４８部、及び上記式
Ａ）で示される芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサン２部を均一に混合してオルガ
ノポリシロキサン混合物を調製した。
【００５７】
　　［実施例３］
　下記式（６）で示されるアラルキル基含有オルガノポリシロキサン４９部、及び下記式
Ｇ）で示される芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサン１部を均一に混合してオルガ
ノポリシロキサン混合物を調製した。
【００５８】

【化１５】

【００５９】
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【化１６】

【００６０】
　実施例１と同様に、上記式（６）で示されるアラルキル基含有オルガノポリシロキサン
単独及び上記オルガノポリシロキサン混合物について空気中で熱重量分析を行った。結果
を図２に示す。図２では、測定開始時の温度（２５℃）での重量に対する各温度での重量
の減少率を温度に対してプロットした。図２に示すとおり、上記オルガノポリシロキサン
混合物は、上記式（６）で示されるアラルキル基含有オルガノポリシロキサン単独と比較
して、約２２０～約４８０℃の範囲において重量の減少率が小さく、より高い耐熱性を有
していた。
【００６１】
　　［実施例４］
　上記式（５）で示されるアラルキル基含有オルガノポリシロキサン４０部、２５℃にお
ける粘度が１００ｍＰａ・ｓのジメチルポリシロキサン９部、及び上記式Ａ）で示される
芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサン１部を均一に混合してオルガノポリシロキサ
ン混合物を調製した。
【００６２】
　　［実施例５］
　下記式（７）で示されるフェニル基含有オルガノポリシロキサン４９部、及び上記式Ｇ
）で示される芳香族アミノ基含有オルガノポリシロキサン１部を均一に混合してオルガノ
ポリシロキサン混合物を調製した。
【００６３】
【化１７】

【００６４】
　　［比較例１］
　下記式（８）で示されるオルガノポリシロキサンをエマルジョンの調製に用いた。
【００６５】

【化１８】

【００６６】
＜離型性の評価＞
　長さ５ｃｍ×幅５ｃｍ×深さ５ｍｍであり、底面に断面が半径２ｍｍの半円状をした溝
を長さ方向および幅方向に沿って１ｃｍ毎に方眼状に掘った金型に、オルガノポリシロキ
サンの合計の濃度が１％になるように水で希釈した水性エマルジョンを吹き付け、３５０
℃に予熱した。この金型に電気炉により７５０℃で溶融させたアルミニウムを注ぎ込み、
冷却後、金型からアルミニウムを剥し、はがれやすさの程度を下記の基準で評価した。
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　○：容易に脱型、　△：脱型がやや困難、　×：脱型が非常に困難
【００６７】
＜付着性の評価＞
　１０ｃｍ×１０ｃｍ×１ｃｍの鉄板を２００℃、３００℃、又は４００℃に加熱し、オ
ルガノポリシロキサンの合計の濃度が１％になるように水で希釈した水性エマルジョン４
０ｍｌを４ｋｇｆ／ｃｍ2のスプレー圧で、この加熱した鉄板の表面に吹き付け、付着の
度合いを観察し、下記の基準で評価した。
　○：厚く均一に付着、　△：薄く均一に付着、　×：薄く斑に付着
【００６８】
　＜堆積性の評価＞
　１０ｃｍ×１０ｃｍ×１ｃｍの鉄板を２００℃に加熱し、オルガノポリシロキサンの合
計の濃度が２％になるように水で希釈した水性エマルジョンを、この加熱した鉄板の表面
に５０回スプレーした後、水を染み込ませたガーゼで鉄板上の堆積物をふき取り、堆積物
の除去のしやすさを調べ、下記の基準で評価した。
　○：容易に除去、　△：膜が若干残存、　×：除去困難
【００６９】
【表１】

【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】実施例１で用いたアラルキル基含有オルガノポリシロキサン単独及び実施例１で
該オルガノポリシロキサンから調製したオルガノポリシロキサン混合物について空気中で
熱重量分析を行った結果を示すグラフである。
【図２】実施例３で用いたアラルキル基含有オルガノポリシロキサン単独及び実施例３で
該オルガノポリシロキサンから調製したオルガノポリシロキサン混合物について空気中で
熱重量分析を行った結果を示すグラフである。
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